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1. 緒言 

 現在は IT の加速的発展に伴い目覚ましい成長を遂げ

る企業が現れ企業時価総額ランキングも Fig. 1 のように

25 年間で様変わりした。日本企業は 1992 年には 6 社ラ

ンクインしていたが 2016 年には 15 位までには一社もな

く最高位はトヨタ自動車の 30 位となっている。また、

時価総額の 15 位までの総額合計は 25 年間で約 6 倍にな

っている。一方、日本の最高位のトヨタ自動車が 4.4 倍

となっており、日本企業の伸び悩みが鮮明になってい

る。2016 年の上位の企業は IT (Information Technology)を

活用し新たな付加価値を提供することで収益向上を実現

し時価総額を飛躍的に伸ばしたと考えられる。既存の企

業も IT を活用して収益向上を図らなければ勝ち残れな

いという危機感が強くなる。一方で、経営者は IT 化に

は反対しないが一方で投資も必要であるので慎重にな

る、経営者に Fig. 2 に示すジレンマが形成されることに

なる。 

Fig. 1 Ranking trends of the world market capitalization of 

companies (1992-2016) 

一企業の収益改善は Fig.3 に示すように、企業内の仕掛

を最小化し LT (Lead Time)を十分短縮化した後にボトル

ネックの改善をすることで生まれる１）。 

 また、現在では目まぐるしく変化する外部環境では企

業単独での市場拡大を進めることは困難であり、企業ア

ライアンス化が進んでいる。Value Chain(以下 VC と表記

する)の再編化と言える。正しく企業版のシステムオブ

システムズの構図が生まれている。今回は IT 化による

個企業の能力増大が個企業及び VC の中の他の企業そし

て VC 全体に与える影響を明らかにし、今後の IT 化に

よる安定的に収益向上を実現するための注意事項を検討

した。 

       2.企業の IT 化 
2.1 企業内 Value Chain の IT 化 

 一企業の収益改善は投入を絞り企業内 VC の仕掛を最

小化し LT を十分短縮化した後にボトルネックの改善を

する TOC の改善手法１）がある。IT 化ボトルネックの通

過量と全体の仕掛品量を監視し入口投入をコントロール

する IT 化が有効である。

Fig. 2 Dilemma on IT innovation of Top management 

 

Fig. 3 IT mission 
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2.2 業界 VC の中での IT 化 

業界では VC が形成されるが個々の企業はそれぞれ改

善を行い、個々に収益向上を目指している。個々の成長

と VC 全体の成長との相関がある中で自社が如何に生き

残るかが課題となる。 

2.2.1 業界 VC の成長 

TOC 関連書籍のベロシティ 2）で紹介されているダイ

スを使ったシミュレーションを活用し、個企業の能力の

変化が VC の総出力への影響を検討した。Fig. 4 はシミ

ュレーションモデルを示し、Table 1 には IT 化による能

力の向上が VC 全体の出力への影響を確認するシナリオ

を示す。Fig. 5 に示すように投入企業の入力が同じであ

れば他の企業の能力向上は VC の総出力の向上には影響

をしない。しかし、個々の企業の能力を向上させると

個々の企業の CASH フローの安定化と VC 全体の LT の

短縮化が生まれている。投入を増加させればシェア拡大

化が実現できるであることが予測される。 

2.2.2 VC の中の個企業の成長 

 VC の中の１企業が IT 化で改善したときの変化を検討

してみた。Table 2 にシナリオを示す。また、そのシナリ

オでのシミュレーション結果を Fig. 6 示す。IT 化により

能力を向上させると CASH フローは安定しており、経営

が安定することが分かる。 

 

3．結言 

今回は既存の付加価値生産を個企業・VC において IT

化が解決すべき課題を明らかにし VC に於ける IT 化改善

が全体の収益や VC 内の企業間に及ぼす影響について調

べた。以下のことが分かった。 

 

 

Fig. 4 Simulation model 

 

Table 1 Scenario on effect of company capacity 

improvement for VC total output 

1) IT 化は企業の仕掛品量とボトルネックの通過量をモニ

タリングし、常に仕掛品が増大しないように投入をコン

トロールする機能が有効 

2) VC の総出力は入口企業の VC への投入量で決まるた

め、VC の投入量が一定では個々の企業の能力改善は

CASH の増大にならない。しかし、能力を向上した企業

は CASH フローが安定する。 

3) VC 全体で 1)と同様なコントロールができると VC の

全体の出力向上が計られ収益増大に寄与する 
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Fig. 5 Results with varied Pi （30～70） 

 

Table 2 Scenario to find interactive effect by 1 company 

capacity improvement 

 

 

 
Fig. 6 Results in case 1 company capacity improvement 

δ：揺らぎ 
δ：揺らぎ 
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